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ヨーロッパはなぜ統合したのか?

戦乱と対立を繰り返してきた「ヨーロッパ」地域
の平和と統合の試みとして生まれたヨーロッパ連
合（EU）。歴史的にも稀有な試みは、「ヨーロッパ」
の概念に何をもたらし、またどのようにそれを作
り上げてきたのか。欧州統合の取り組みを、EU
を軸に政治・経済・文化・法律・安全保障・外交
など多様な側面から探求する画期的な事典。
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EU統合による歪みと
ポピュリズムの台頭
欧州各国市民の声から知るその内情
日本語字幕版監修 :高屋定美（関西大学商学部 教授）
セット本体価格 120,000円＋税10%
各巻 本体 40,000円＋税10%
DVD／全3巻／各巻50分／2021年（原版2020年）
日本語字幕・英語字幕版（音声 :英語）

EU統合が各国に求めたもの、各国の不満とは何
か。さまざまな職業の市民と行動しながら、彼らが
今日の政治状況をどう捉えているかに迫る。
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中世以来600年、欧州史の中
心にいたハプスブルク家。文化・
政治・経済などあらゆる面に多
くの影響を与えたその家を軸に、
欧州の歴史を見る中項目事典。
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何が平和を脅かすのか、何が平和の
基礎となるのかを究明する「平和学」。
日本平和学会を編集母体として、計
276項目を立項した日本の平和学の
総力を結集した学問事典。日本平和学
会設立50周年記念出版。
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多様な文化と人々が混じり出会う「は
ざまの地域」である東欧、中欧、中東欧。
この地域の文化や歴史の全体像を
340項目で見開き完結構成でたどる
中項目事典。
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刊行にあたって（一部抜粋）

EU・NATOの拡大、ユーロ危機、イギリスのEU
離脱、欧州の移民・難民の受け入れとポピュリズムの
成長、ウクライナのEU・NATO加盟をめぐるロシ
アのウクライナ侵攻……。デジタル化や気候変動、エ
ネルギー問題に至るまで、今や国際情勢の重要な問題
でEUが関わらないものはほとんどないと言っていい
のではないだろうか。
それほどに、EUの問題は今やアメリカや中国・東
アジアと並び、世界の3大鼎璧として並び立っている。
特に新しい規範や制度を作り、平和と繁栄を維持しつ
つ、パンデミックの猛威や戦争の中でも、日々現代的
な新たな規範と課題を設定し、それに挑んでいるのが
EUであり、国連に並びたつ存在でもあると言えよう。
（中略）日本人や世界にとって、最も関心の高い経
済や、最も理解しがたく難しいが統合理念の根幹でも
ある法、さらに最も身近だがなかなか全体像が見えな
かった文学・音楽・芸術などをすべて取り込み、総合
的な、かつ読みやすく一般読者にとってもわかりやす
い、政治・経済・法・社会・文化を網羅する優れた事
典を作りたいと考えた。
以上の試行錯誤の上に、本書の構想が実現した。本
書、『EU百科事典』は、丸善出版がこれまで出版し
てきた、18冊の各国・各地域の文化事典の成果に依
拠しながら、ヨーロッパ統合全体を多層なガバナンス、
すなわち、歴史・政治・機構・法・経済・社会の柱で、
さらにその背景にある豊かな文化について、宗教・ア
イデンティティ・音楽・芸術・人の移動・教育・ジェ

ンダーなども網羅した包括的・画期的なものである。
（中略）加えて、日本人がEU研究を考える際の、日
本・アジアにおける歴史的和解の重要性と困難さ、地
域摩擦と地域協力の問題をも検討しようとした。さら
に現在のロシア・ウクライナ戦争をめぐる、ウクライ
ナとEU、NATOとの関係を、法・政治・経済・地域
研究の各層から可能な限り「多面的に」、20年、30年持
ちうる客観的かつ多様な分析により考察しようとした。
編集方針として、可能な限り、大家、中堅、ジェン
ダー、若手のバランスを取り、海外の研究者にも積極
的に協力して頂き、最先端のかつ多様で客観的、歴史
的、宗教的、思想的な視点も加えようとした。
（中略）
学校でも地域でも大学でも、一般の方々でも有用に
かつ長く使っていただける事典を目指し鋭意努力して
きたが、それでも、時の流れにより、あるいは価値の
多様性や分析の不十分さから、読者よりご指摘いただ
き直していく事象や分析もいくつもあるかもしれない。
是非暖かいご指摘をいただければ幸いである。

EUの目指す不戦共同体、エネルギーの共同、多様
性の中の統合、地域・国境を越えた共同と平等の理念
が、紛争地域を含む世界の各地で実現され、豊かな未
来を創っていくヒントを提供できれば、と心から願い
つつ 。
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